非戦を選ぶ演劇人の会　ピースリーディングvol.5

『おやすみ世界のこどもたち』

二〇〇四年五月五日（祝）　場所　下北沢ザ・スズナリ

構成・演出　渡辺えり子

協力／宇宙堂　主宰／非戦を選ぶ演劇人の会

　「非戦を選ぶ演劇人の会」実行委員

永井愛・渡辺えり子・斎藤憐・坂手洋二・福島明夫・丸尾聡・篠原久美子・西山水木・野中友博・関根信一・明樹由佳・くまがいマキ・中山マリ･宮島千栄・小澤浩明・

清木場直子・一倉梨沙・猪熊恒和・常田景子

おやすみ世界の子どもたち

『Ｎｏ．１』


二〇〇三年三月　十三歳のシャーロッテ・アルデブロンはアメリカメイン州の平和集会でこう話しました。

『Ｎｏ．２』

アメリカ人がイラクに爆弾を落とすことを考えるとき、頭の中で想像するのは軍服を着たサダム・フセインと銃をもった黒い口ひげの兵隊とか、バグダッドのアルラシード・ホテルの玄関フロアに「罪人」と説明つきで描かれた父ブッシュ大統領のモザイク画とかでしょう。

でも知ってますか？イラクに住む二千四百万人の人たちのうち半分以上は十五歳以下の子どもなんです。千二百万人の子供ですよ。私と同じような子どもたちです。私はもうすぐ十三歳ですけど、もっと大きい子たちや、もっとずっと小さい子たちがいて、女の子ではなくて男の子もいるし、髪の毛は赤毛じゃなくて茶色だったりするでしょう。でも、みんな私とちっとも変わらない子どもたちです。

ですからみなさん、私をよ～く見てください。イラク爆撃のことを考えるときは、頭の中で私のことを思い描いてほしいからです。みなさんが戦争で殺すのは私なんです。

もし運がよければ、私は一瞬で死ぬでしょう。一九九一年二月十六日にバグダッドの防空壕で、アメリカの「スマート」爆弾によって虐殺された３百人の子どもたちのように。防空壕は猛烈な火の海になって、その子どもたちやお母さんたちの影が壁に焼きつきました。いまでも石壁から黒い皮膚を剥ぎ取って、お土産にできるそうです。

けれども、私は運悪くもっとゆっくり死ぬかもしれません。たったいまバグダッドの子ども病院の「死の病棟」にいる、十四歳のアリ・ファイサルのように。湾岸戦争のミサイルに使われた【劣化ウラン】のせいで、彼は不治の白血病にかかっています。

さもなければ、生後十八ヶ月のムスタファのように、内臓をサシチョウバエの寄生虫に食い荒らされて、苦しい不必要な死を迎えるかもしれません。信じられないかもしれませんが、ムスタファはたった二十五ドル分の薬があれば完治するのです。でも、みなさんが押しつけている経済制裁のためにその薬がありません。

さもなければ、私は死なずに何年も生きるかもしれません。サルマン・モハメドのように、外からではわからない心理学的打撃を抱えて・・・・・。彼はいまでも、アメリカが一九九一年にバクダッドを爆撃したとき、幼い妹たちと経験した恐怖が忘れられないのです。サルマンのお父さんは、生きのびるにしても死ぬにしても同じ運命をと、家族全員を一つの部屋に寝かせました。サルマンはいまでも、空襲のサイレンの悪夢にうなされます。

さもなければ、三歳のとき湾岸戦争でお父さんをアメリカに殺されたアリのように、私は孤児（みなしご）になるかもしれません。アリは三年のあいだ毎日、お父さんのお墓の土を手でかき分けては、こう呼びかけていたそうです。「だいじょうぶだよ、パパ。もうパパをここに入れたやつらはいなくなったから」と。でもそれはちがったみたいね、アリ。そいつらはまた攻めていくらしいもの。

さもなければ、私はルエイ・マジェッドのように無事でいられるかもしれません。彼にとっては、学校は行かなくてよくなり、夜いつまでも起きていられるのが湾岸戦争でした。でも、教育を受けそこなったルエイは、いま路上で新聞を売るその日暮らしの身の上です。

『Ｎｏ．３』
みなさんの子どもや姪や甥が、こんな目にあうのを想像してみてください。体が痛くて泣き叫ぶ息子に、何も楽になることをしてやれない自分を想像してみてください。崩れた建物の瓦礫の下から娘が助けを求めて叫ぶのに、手がとどかない自分を想像してみてください。子どもたちの目の前で死んでしまい、そのあと彼らがお腹をすかせ、独りぼっちで路上をさまようのを、あの世から見守るしかない自分を想像してみてください。

これは冒険映画や空想物語やビデオゲームじゃありません。イラクの子どもたちの現実です。最近、国際的な研究グループがイラクへ出かけ、近づく戦争の可能性によってイラクの子供たちがどんな影響を受けているかを調べました。話を聞いた子どもたちの半分は、もうこれ以上生きている意味がないと答えました。

ほんとに小さな子たちでも戦争のことを知っていて、不安がっているそうです。五歳のアセムは戦争について、「鉄砲と爆弾で空が冷たくなったり熱くなったりして、ぼくたちものすごく焼け焦げちゃうんだ」と語りました。十歳のアエサルは、ブッシュ大統領にこう伝えてほしいと言いました。「イラクの子どもが大勢死にます。あなたはそれをテレビで見て後悔するでしょう。」

小学校のとき、友だちとの問題は叩いたり悪口を言い合ったりするのではなく、相手の身になって話し合うことで解決しましょうと教わりました。相手の行動によって自分がどう感じるかをその子に理解してもらうことで、その行動をやめさせるというやり方です。

ここで、みなさんにも同じことをお願いします。ただし、この場合の“相手”とは、いま何かひどいことが起ころうとしているのを待つしかないイラクの子どもたち全部です。ものごとを決められないのに、結果はすべてかぶらなければならない世界中の子どもたちです。声が小さすぎたり遠すぎたりして、耳をかしてもらえない人たちのことです。



Ｍ１「おやすみ世界の子どもたち」の前奏が始まる。

　　　　　（註：このリーディングのために作られたオリジナル曲）

そういう“相手”の身になれば、もう一日生きられるかどうかわからない 

のは恐ろしいことです。

ほかの人たちが自分を殺したり、傷つけたり、自分の未来を奪ったりし 

たがったら、腹が立つものです。

ママとパパが明日もいてくれることだけが望みだなんて、悲しいです。

そして最後に、自分がどんな悪いことをしたのかも知らないので、何が

なんだかわかりません。

音楽。

『Ｎｏ．４』

Ｍ１「おやすみ世界の子供たち」作詞　渡辺えり子　　作曲　近藤達郎




お休み世界の子供たち




お休み母のない子たち




寄せては返す波のよう




嘘とほんとがめぐりくる




いつか朝日がのぼったら




大人になっているでしょう




お休み夜が明けるまで




お休み抱いててあげるから




遠いお空のお星様




あなたの胸にある光





いつか涙がかわいたら




大人になっているでしょう



後奏に続き、ケチャのリズムで打楽器をたたく。




ダンサー現れ、ヒップホップを踊る。



子供達 中央に立ち、それぞれ、自分の名前を言い、



自作の作文を読む。

(註：このリーディングに出演した子供たちが作文を作ってくれました。それぞれの名前はイニシァルで表記します）

『Ｎｏ．５』【G.S　五歳】

もおせんそうしないで
そうしたらいいこだから
もしせんそうしたらぼくないちゃう
『Ｎｏ．６』【K.K　五歳】

こっちゃん（註：本人の愛称）は、せんそうが、きらいです。
こどもたちが、しんじゃうから、いやだ。
ごはんが、ないから、かわいそう。

ねるところも、おふとんもないから、かわいそう。
おようふくも、ないから、さむくて、

ちょっとほねがみえてて、かわいそう。
くつもなくて、はだしだから、かわいそう。
あかちゃんたちの、おもちゃがないから、かわいそう。
ねるときに、ばくだんがくるから、こわくて、

ねむれなくて、かわいそう。
ハンカチがないから、かわいそう。
とけいがなくて、じかんがわからなくて、かわいそう。

からだのなかに、みずがなくて、かわいそう。

だから、てっぽうをもつのは、やめましょう。
『Ｎｏ．７』【S.K　小二】

日本でせんそうなんて、おこったら！こわいです。
なぜかというと人が人をころすからです。
ぼくがおとなになるころには、せんそうのない世界でくらしたいです。
『Ｎｏ．８』【Y.K　小二】

なぜおなじ地きゅうにすんでいるのに人間は、なぜ、せんそうをするのでしょう。せんそうをする、という人もいるし、せんそうをしないという人もいます。でもイラクの人たちは、ばくだんというもので足が一本になった人もいます。手を二本を大ケガした人もいます。目が見えなくなった人もいます。ばくだんでしんでしまった人もいます。もうそんなことがなくなるといいとわたしは、おもいます。

『Ｎｏ．９』【S.T　小三】


　　「へいわでいてほしい」


なんでせんそうをするの、わたしはしないでいいと思うのに。


だってなかがよくてべつの国とも、なかがよくなったらせんそうしない

　　　だろうし。


なかがよければせんそうしない国のがへい和でわたしはうれしい。


なかがいいくにそんな国で、いてほしいなー。

だってせんそうしたら人ごろしになっちゃうし、おかあさんや、おとうさんをころされちゃったして、おかあさんや、おとうさんとはなれちゃう。


わたしは、そんな国は、いやだー。


もうせんそうは、やめてー


わたし、二年生のときテレビでおとうさんがせんしゃをつくってたまを

　　　いれたりするおしごとで、ある日ぼうやがせんそうがいやで、たまをぬい　

　　　ておはなをいれちゃうの。それでなかよくなるっていうはなし。


わたしは、おとうさんがそんなしごとを、してたら、


「やめてもう、そのしごと。せんそう、おとうさんもいやでしょ。」


っていうとおもうな。

『Ｎｏ．１０』【K.T　小三】


　　　「せんそうはいやだ　へいわでいてほしい」


せんそうって、しなくてもいいんじゃないかな。


人をかなしませるようなことはしちゃだめなんだから。


かんけいないかもしれませんが「きたちょうせん」ってせんそうしてる　　

　　　かよう分からないけど、きたちょうせんに行っちゃだめなのに日本にき

　　　て、日本の人をきたちょうせんにつれていく。きたちょうせんはいい人も　　

　　　いればわるい人もいる。


そういう、いやな気もちをうける日本人は、せんそうをしないから、わ

　　　たしたちはいまこのよにいます。


もし、せんそうをしてたらわたしたちはどうなっているでしょう。もし

　　　　かしたら今この世にいないかも


しれません。それともお母さんやお父さんがいないかもしれません。お

　　　友達も。わたしはせんそうなんてしなくていいとおもうから・・・・。

　　　へいわでいてほしいそんなきもちの人もいる。そういうわたしたちのきも

　　　ちを分かって欲しい。

『Ｎｏ．１１』【M.A　小四】

私はせんそうがきらいです。
なぜかと言うとせんそうをしてもなにもいいことがないからです。
私は三年生の時ちいちゃんのかげおくりを国語の時間に呼んでせんそう

は大切な人をなくすこわいものだとわかりました。
だからせんそうは、大きらいです。
だけど今は、イラクとアメリカがせんそうをしていたり、パレスチナの人とイスラエルの人がせんそうをしていて私はとてもかなしいです。わたしはこの世界からせんそうがなくなればいいと思います。
『Ｎｏ．１２』【M.U　小四】

せんそうについて
同じ地球に住んでいるのに、どうして人を殺さなければならないのだろ

うと思う日が多くなっています

ちがう国に住んでいてもみんな同じ人間なのに。もちろんとっても仲よくなることはできませんが、せんそうをなくすことは、できると思います。せんそうをなくせば地球は、平和になると思う。どうしてそんなにせんそうをするの？

命はかんたんにとりもどすことはできないのに。死んでしまう人の気持ちを考えた方がいいと思う。自分がそんな事をされたらいやなのに。だからせんそうはやめたほうがいいと思う。

『Ｎｏ．１３』【H.A　小四】

アメリカは９．１１の仕返しとか、石油の事とか、テロリストが居るからイラクを攻撃したんだとぼくは思う。でも、たとえテロリストが居たとしても、イラクにも日本と同じ民間人や子供が居るのだから、やられたらやりかえす武力の制圧は勿論、国連の決議も無いままイラクに兵隊を送るのは良くない。武装勢力だってわからずやではないのだから、話しをして、結論を出して、判りあえば、良かったのに。そしたら、イラクの子供達が、安心して遊んだり勉強をしたりできるようになると思った。戦争は地球を汚染する。戦争をやめると地球はもっと長生きする。地球でいつまでも暮らせるように、戦争は止めたほうがいい。

『Ｎｏ．１４』【Y.T　小五】



「戦争なんていやだ」


戦争をすると、人が死んでしまうから、戦争はいやだ。


戦争をすると、食べ物がなくなるから、戦争はいやだ。


戦争をすると、動物も殺さなくちゃいけないから、戦争はいやだ。


戦争をすると、ともだちと遊べなくなるから、戦争はいやだ。


平和な世界なら、ともだちと遊べる


食べるものもある、ゲームもできる、サッカーもできる


やりたいことができる


でも、戦争をしていると出来なくなる


だから、戦争はいやだ。

『Ｎｏ．１５』【A.O　小六】

二〇〇四年三月二十八日、ぼくは広島に行きました。

一番印象に残ったのは原爆ドームでした。それはなぜかというと、原爆のおそろしさがわかったからです。ぼくは、広島が一瞬にして火の海にされたことを想像したら、おそろしくて、動けなくなってしまいました。アメリカは、なぜこんなことをしたのでしょうか？平和になるために必要なことだったのでしょうか？この原爆で、広島では、20万人もの人が苦しみながら死んでいきました。世界中の人々がこの原爆ドームを見て、地球から戦争をなくせばいいと思いました。

また、広島にはマルセルジュノー博士の記念碑がありました。博士は国際赤十字の代表で、被災した広島の救援の先頭に立ち、また自分からも被爆した人々の治療にあたり、数え切れない被爆者を救った人です。僕はこのような人がいたことに、とても感動しました。ぼくもこの博士の気持ちになって、戦争や平和について、真剣に考えていきたいと思います。

今でも、戦争が続いている国があります。多くの人が、死んだり、きずついたりして苦しんでいることを思うと、とてもこわいです。

　
早く、早くおそろしい戦争を終わらせて欲しいです。

『Ｎｏ．１６』【K.N　小六】

私は戦争はとても怖いと思います。

それは友達や家族が死んでしまうからです。

ほかにも家が焼かれてしまったり、大ケガをしてしまう人も大勢いると思うと、なぜ戦争という怖いことをするのだろう。と今もすごく不思議です。

戦争に行く兵隊はとても怖いと思います。けど兵隊だけでなく周りにいる人たちも被害にあってしまいます。その戦争があって何万人もの人が死んで命をなくしてしまうなんてとてもかわいそうです。町は焼かれ火のうみになってしまった日本だけど今はそのころに比べたらとっても平和です。この平和をいつまでも続けていくのにはみんなが戦争をしないという気持ちが大切だと思います。でも今、日本ではなくほかの国では戦争がおこっています。だから今戦争のおこってる国は今からでも戦争をやめて平和な国になってほしいです。これからは私たちがこの日本を戦争がないように守っていきたいです。

『Ｎｏ．１７』【N.A　中一】


私の生まれた一九九一年六月十日の新聞記事を、母はアルバムに残して

　　　くれました。その新聞の一面には、湾岸戦争でアメリカとイラクが戦って

　　　いることが書かれていました。それから去年の十二歳の誕生日にも、アメ

　　　リカとイラクは戦争をしていました。

私には夢があります。毎日学校に通い、習い事もし、目標を持って努力

すれば夢は実現すると思います。しかし、イラクの子供たちは戦争で家

を壊され、学校へも行けなくなっています。もし私がイラクの子供だっ

たら、今と同じように夢を持つことはできないと思います。世界中の子

供が夢をもつことのできる世界になってほしいと願っています。

だから私は、世界中の子供たちの夢をうばう〝戦争〟をにくみます。

『Ｎｏ．１８』【N.H　中二】

なぜ、この地球に人間と人間が殺しあう戦争というのがあるの 

か・・・。それが今でも不思議です。

戦争をして、なんになるのか分かりません。ただ、罪のない子供達が数

多く死んでいくだけだと思います。きっと、イラクの子供たちは毎日、

アメリカ軍の攻撃を恐れながら暮らしていると思います。そんなことが

今、世界の中でおこっていると思うと悲しいです。

私には、ブッシュ大統領の考えていることが納得できません。本当に、

戦争はしないといけないのでしょうか。戦争しか、解決法はないので

しょうか。もっと、違った方法があったと思います。

この世界に戦争という言葉がなくなり、一日も早く世界中の人たちが心

のそこから笑い、幸せに暮らせることを願っています。

子供達自作の作文を読み終わり中央に立っていると、銃声がし後方より男が登場する。

子供達倒れていく。

『Ｎｏ．１９』


わたしたちも女性や子どもたちを数多く殺害しました。

これは戦争です。戦争では安全な人間などひとりもいないのです。女性だろうが、子どもだろうが、年寄りだろうが、戦闘にまきこまれれば死ぬであろうし、わたしたちに刃向かえば殺されるのは当たり前のことだと思っていました。

それが、ベトナムの人々にとっては、たった一つの家族とたった一つの

命をかけた絶望的なものであったとしても、わたしたちにとってはあり

ふれた戦闘のひとつでしかありませんでした。

『Ｎｏ．２０』


と、ベトナム帰還兵のアレン・ネルソンさんは語っています。

『Ｎｏ．２１』

わたしは死体のわきに吐いてしまいました。

それを見た上官がわたしのそばにふたたびやってくると、こう言いまし

た。

「初めて人を殺したときは、だれもがそうなる。気にすることはない。

すぐになれてしまうから、心配するな」

この名づけることのできない感情とは、罪の意識でもなく、恐怖でもな

く、ましてや喜びでもありませんでした。

しいていえば、人を殺すことのあまりの簡単さへのおどろきと言えるか

もしれません。果てしない暗闇が目の前に突然に口を開けてわたしをの

みこんでしまったような、なんとも言えぬ感情でした。

戦場で戦い、人を殺す兵士の気持ちを説明するのはとてもむずかしいの

です。

たしかに、上官の言うとおり、最初に人を殺したとき、兵士のほとんど

が吐いてしまいます。

しかし、上官の言った「すぐになれる」というのはまちがいでした。

吐きこそしませんでしたが、わたしは人を殺すたびに、いつまでもあの

名づけることのできない奇妙な感情にとらわれ、めまいのようなものを

感じたのでした。

女の子はまばたきもせず、わたしをまっすぐに見つめると、たずねまし

た。それは、わたしにとって運命的な質問でした。

「あなたは、人を殺しましたか？」

だれかにおなかをなぐられたような感じがしました。

わたしのからだはこわばり、重くなり、教室の床にめりこんでいくよう

な気がしました。

教室の中のすべてが、子どもたちが、子どもたちの描いた絵が、そして

写真の中のマーチン・ルーサー・キングが、わたしを見つめていまし

た。じっと、待っていました。わたしが、何かを言うのを。

でも、わたしは何も言うことができませんでした。わたしは目をつむり

ました。

わたしの心の中に深い暗闇が穴をあけていました。そして、その暗闇の

中から、わたしが初めて殺したベトナム人の死体がうかびあがってきま

した。

彼は四十代ぐらいの男性で、はだしに古タイヤのゴムで作られたサンダ

ルをはき、パジャマに似た黒いもめんの野良着を着ていました。

苦しげに開けられた口からのぞく歯は茶色によごれていました。

おびただしい血が地面に赤茶色の水たまりをつくっていました。

上官の声が聞こえます。ー「これでおまえも一人前の兵士だ」

そしてわたしにナイフを手わたし、上官はこう言います。ー「記念にこ

れで死体の耳を切り取れ」

胃がむかむかする不快な感覚におそわれ、吐いてしまったわたし。

それでも、わたしは満足だったのです。人を殺したことにほこりさえ感

じていたのです……。

最初の殺人の記憶は、とじたまぶたの裏にはりつき、なかなか消えませ

んでした。

わたしは教室の床にめりこみそうな自分のからだを、いっしょうけんめ

いにささえていました。

一九七〇年。わたしは二十三歳で、ホームレスでした。

ニューヨークのスラム街の、廃墟のような無人のビルの一室に、わたし

は野良犬のようにしのびこみ、そこでくらしていました。

勲章を四つももらったベトナム戦争の英雄という経歴は、黒人で、しか

も高校すら満足に出ていないわたしには、結局、なんの役にも立ちませ

んでした。

アメリカのために死をかけて戦った代償として軍がくれたものとは、そ

の役に立たない勲章と、たったの四百ドルだけでした。

しかも、夜な夜なわたしはおそろしい悪夢に苦しんでいました。

金色の炎に包まれて燃え上がるベトナムの村。断末魔のさけび。われた

頭から飛び出す脳みそ。ちぎれた腕。子どもたちの恐怖に満ちた顔、

顔、顔。そして死んでも死んでも生き返ってわたしを追うベトコン兵

……。

夜ごとねむりにつくたびに、心は地獄をさまよい、おぞましい光景に、

はりさけんばかりのさけびをあげ、その自分の悲鳴におどろいて目を覚

ますのでした。

わたしはねむりの中でいまだベトナム戦争を戦っていたのです。でも、

それは英雄としてではなく、にげまどう兵士として、恐怖と戦っていた

のでした。いや、そのとてつもない恐怖が生き物のように全身くまなく

巣くって、日がしずむたびに首をもたげ、うごめいたといったほうが正

しいかもしれません。

実家に住めなくなったのも、この悪夢のためでした。

別人のようになってしまった息子を母はおそれ、わたしを部屋にとじこ

めました。

無理もありませんでした。毎晩、わたしは悪夢にうなされ、はね上がる

ようにして起き、あぶら汗をうかべ、けだもののような顔でせまい家の

中を歩きまわるのですから。

そんなわたしを、いっしょにくらしていた妹たちもおそれはじめ、そし

て家を追い出されたのです。

『Ｎｏ．２２』

一九六九年福岡県の小学二年生、金丸しほみさんはこんな作文を書いて

　　　います。

『Ｎｏ．２３』

「せんそうは　きらい」

先生、
なぜ人げんは、しぬの。
わたしは
しぬのが　きらいです。
だから、
犬の　ポチが　しんだときも、
はとが　しんだ　ときも、
みちばたから
マーガレットの　花を　とってきて、
さしてやりました。
先生、
しぬの　すきですか。
先生は、
日本の　ひこうじょうや
おきなわから、
アメリカの　ひこうきが
ベトナムの　そらへ　とんでいき、
ベトナムのおかあさんや　子どもたちを、
ボール爆弾というもので、
むちゃくちゃに　人ごろしを　していると
はなして　くれました。
先生、
おともだちが
せんそうの　テレビを　みすぎて、
せんそうすきな　あたまになったら
おかあさんが　しんぱいします。
先生、
わたしは、
せんそうで　ころすのも
しぬのも　きらいです。

後方に役者が立ち歌う。

『Ｎｏ．２４』
Ｍ２「美しい昔」

　　　　作詞・作曲ＳＯＮ　ＴＲＩＮＨ　ＣＯＮＧ（チン・コン・ソン)

　　　　日本語詞　高階真
赤い地の果てに　あなたの知らない

愛があることを　教えたのは誰？

風の便りなの　人のうわさなの

愛を知らないで　いてくれたならば

私は今も　あなたのそばで

生命（いのち）つづくまで　夢みてたのに

今は地の果てに　愛を求めて

雨に誘われて　消えて行くあなた

来る日も来る日も　雨は降り続く

お寺の屋根にも　果てしない道にも

青空待たずに　花はしおれて

ひとつまたひとつ　道に倒れていく

誰が誰が　雨を降らせるのよ

この空に　いつまでも　いつまでも

雨よ降るならば　思い出流すまで

涙のように　この大地に降れ

私は今も　あなたのそばで

生命（いのち）つづくまで　夢みてたのに

今は地の果てに　愛を求めて

雨に誘われて　消えて行くあなた


　　　　　　　　　　




歌終わりで



他の役者登場する。



各自、自分の番以外は好きなところに座っている。

『Ｎｏ．２５』

二〇〇三年八月六日私は広島県の己斐（こい）小学校の校庭に立っていました。その校庭に沢山の穴を掘って、原爆で亡くなった人達の遺体を数千体も埋めたのだそうです。最近になってそのことを知った子供たちは、毎年八月六日に手作りの燈籠を作って校庭に並べることにしました。

はばたく翼を広げた鳩の形に並べられた燈籠を前に子供たちは、平和を願い、祈るのでした。

二〇〇〇年この己斐（こい）小学校のロッカーから約五十年ぶりに発見された作文集「原爆の思い出」が出版されました。

己斐（こい）小学校の卒業生で児童文学作家の那須正幹（なすまさもと）さんはこう解説に書いています。

『Ｎｏ．２６』

広島市は太田川の河口に生まれた三角州に開けた都市です。己斐（こい）は市内の一番西を流れる山手川（現在太田川放水路）と、背後に広がる丘陵地帯に挟まれた町で、古くから広島の西の玄関口として発達しました。

山陽本線己斐駅（現在西広島駅）や市電と郊外電車のターミナルを中心に商店が並び、周辺に住宅地が広がっていました。背後にそびえる大茶臼山（おおちゃうすやま）のふもとから山手川に向けて広がる谷筋は、造園業が盛んでした。己斐小学校も、この谷筋の高台にあります。

爆心地からの距離は、近いところで二キロ、遠いところでは五.二キロですが、ほとんどの家は三キロ以内に集中していましたから、猛烈な爆風を受けて全半壊しました。なかには自然発火で燃え上がったものもあります。中心地のような延焼に至らなかったのは、地元の人の消化活動と、直後に降った驟雨（しゅうう）のおかげでしょう。熱線を浴びた人はやけどを負い、建物の下敷きになって死亡した人もいました。

手記の筆者たちは、被爆当時満五、六歳の子どもたちですが、六年前の様子を鮮烈に記憶しています。幼児の目に映った情景を素直な筆致で描くことで、かえって被爆の惨状を生々しく伝えています。

敗戦からの数年間、占領軍は広島長崎の被爆の実相を隠し続けました。被爆についての発言や出版が困難な時代です。子どもたちが、どういう経緯で作文を書いたのか、さだかにわかりませんが、きわめてまれなケースだったのではないでしょうか。

おそらく彼らは、せきを切ったように原稿用紙に書きつづったことでしょう。筆の終わりには、申し合わせたように、もう二度と原爆はごめんだ。戦争はいやだと記しています。

いつの時代でもそうですが、大人のはじめた戦争で、いちばん被害を受けるのは子どもたちです。悲しいことは、そうした子どもたちが、大人になったとき、またしても同じ過ちを繰り返しているという現実です。

私たちは、いま一度、この手記を書いた子どもの心に立ち戻らなくてはならないのではないでしょうか。もう一度、子ども時代にかえって、現在を見つめなおす必用があると思うのです。それも、今すぐに。

『Ｎｏ．２７』

六年　西岡憲治

ある夏のきもちのいい朝、ぼくは朝早くおきてあそんでいると、お母さんがよばれたのではしっていってみると、お母さんとおじいさんが供出するじゃがいもをよっておられました。

僕は「お母ちゃんなにかよう。」ときくと、お母さんは「いいえ、ようではないが、どういうことがあるかわからないから、ここで遊びなさい。」とやさしくいわれました。僕は元気のいい返事をして、そばでじゃがいもをわるさ（註：いたずら）していると、お母さんがまた「けんちゃん、わるいのは食べられないので、かたくりをつくるから、わるいのをよってちょうだい。」といわれたので、僕は一生けんめいでわるいのをよりだしていた。その時、パッとまぶしい光が目にはいったと同時に、お母さんが「アッ」といって、ぼくをだいてかげにはいられた。

するとそのとき、ドガーンというものすごい音に僕はふるえあがった。お母さんは僕をだいたまま防空ごうにかけこんで、ぼくをおいてまた外へでられました。僕がしらないあいだに、うちのうらがやけあとになっていました。

そのあとちょっと外をのぞいてみると、そとはあめが降っていました。ぼくが中にはいってみると、みんなが僕の顔をみるので、「どうしたの。」ときくと、黒いものがついているといわれたので、手をみてみると黒くなっている。僕はびっくりしてそこをこすると、水のような感じがしたので、よくみてみるとやはり水だった。そこではじめて気がついた。黒い雨だったのだ。みんなが油だろうといっていた。

それから何日かたって、お母さんがガスのためびょうきにかかってしまわれました。

ある日の夜「けんちゃん、けんちゃん。」というこえに目をさましました。おじいちゃんが「お母さんがしんじゃったんじゃよ。」といわれた時、僕はこのとき急に不幸になったような気がした。

小学校にはいる入学しきがあったとき、僕がお母さんの所へいくと、お母さんはなみだをこぼしてよろこばれました。それがぼくにとっては永久にわすれないことです。

『Ｎｏ．２８』


六年　塩谷禎子（えんやていこ）
「ピカッ」とともにまっくらくなり、もくもくと黒いけむりが立ち上り、急にあたりは暗くなった。天上からは、ばらばらなにか落ちてくる。

遠くの方から、ひめいがおきたり、苦しい声などもおきた。母は「禎子ー、三郎ー」と言ってさけんでいた。私と兄は声のする方に行った。

向こうの方に、母のすがたがうっすりと見えた。飛んで母の所へ行き、外へ出た。

お便所はたおれ、かわらは飛び、道はかわらで山を作っていた。

電しん柱には、きものなどがだらんとたれさがっている。おそろしさに私はぶるぶるふるえた。そうすると「火がついた火がついた」という声に目を向けた。

母ととなりのおばさんがかけつけて行ってすぐ火をけした。

遠くの方から、足がない人、目、耳、口、手がない人や、やけどをした人、み（註：肉のこと）がだらりとたれさがった人達が、だんだんこちらの方に向かってくる。

母は「早くおばあちゃんの所へ行きましょう」といって、私と兄をつれておばあちゃんの家についた。「おばあちゃんー、おじいちゃんー」とよぶと返事はない。不安になり、もう一ど「おじいちゃんー、おばあちゃん」とよんでも返事はない。いよいよ不安になり、二階に行ってみると、おじいちゃんが「どうしてわしの家だけばくだんを落として。大切なものがむちゃくちゃだ」といったので、すこしおかしくなった。

母は「広島全体ですよ。まだ己斐が一ばんかるいのですよ」といってあげると、すこしわかったように窓から外をながめて、「もうだいぶ火もきているから早くにげよう」とおっしゃったので、山へ山へとにげた。にげる時も今日の出来事ばかり考えて登った。

向こうから「塩谷さんひなんしましょう」といって、大きな声でさけぶ人があった。近づいてみると、となりの浜田さんである。浜田さんもここの家としんるいなので、ひなんさせていただいたそうです。

母は、「ではひなんさせていただきましょう」といって、家の中に入った。

しばらくすると、「己斐には火はこない」という知らせがあったので、おばあちゃんの家に行き、一部屋かりてそこで休んだ。

私達は家に帰りたくても家はむちゃくちゃなので帰れない。

でも私は幸福だ。広島でも二十四万七千人の人が死んだ。

このばくだんもこりごりだ。げんばくで灰となった広島の町は、平和になった。

『Ｎｏ．２９』


六年　谷口節子

昭和二十年八月六日八時十五分。

朝早くおき、ごはんをすませて、岡田のおにいちゃんがべんきょうをしているそばで、わたしは、おにいちゃんにおしえてもらった字を、クレヨンでいっしょうけんめいに書いていた。

光（みっ）ちゃんかあちゃんは、ふろばで、おせんたくをしていた。そのとなりのまたとなりのへやで、光ちゃんは、おばあちゃんに、話を、してもらっていた。光ちゃんはとうちゃんは、たかじょう町に、節（せっ）ちゃんとうちゃん、節ちゃんかあちゃんは、廿日市（はつかいち）に、いかれた。

ちょうど八時十五分そのとき、ピカーと光り、あっと思うしゅんかんに、ガラガラと、ガラスやカワラがおちた。

わたしは、あわてて、げんかんに行くと、そとは、もえている。そこにおにいちゃんが、あぶないーといって、かけてきて、光ちゃんかあちゃんの、ところにつれていってもらった。わたしはこわいーこわいーといって、なきました。おかあちゃんは、光ちゃん見なかった、といわれた。光ちゃんは、おばあちゃんのへやから、はいだしてきたので、おかあちゃんは、よかった、よかったと、いって、光ちゃんを、だいて、げんかんを、とびだしていった。みっちゃんは、ピカーと光ったので、ふとんを、おばあちゃんに、かけてもらったと、いった。

そのとき、おかあちゃんが、節ちゃん、はなの上をきったねぇーといわれた。はなをさすって見ると、手に血がついたので、こわいいたいーとなきました。

ふと横を見ると、ずるむけになった人たちが、うん、うん、うなっておられました。おかあちゃんは、見ると、かわいそうなので、へり（註：わき）をむいて、ゆかれました。だいぶんはしっていったとき、もうふるえ（註：古江・地名）ちかくなったので、もうすぐふるえだといったとき、どす黒い、雨のようなものがふってきました、ようやく、ふるえについたので、いどで、からだをゆすぎました。それでも、おちませんでした。いま、ふったので、いどにういていたのでした。

きものにきかえて、すぐ、でんしゃのえきにゆき、廿日市までのきっぷをかって、すぐのりました。廿日市のえきについて、おりると、節ちゃんかあちゃんは、ぶじでよかったねーとなきながらゆわれました。

それから、節ちゃんかあちゃんと、節ちゃんとうちゃんは、毎日己斐にかよわれた。節ちゃんかあちゃんと、節ちゃんとうちゃんが己斐にいかれると、なきながら、わたしも行くんだーといって、いつも、なくので、節ちゃんかあちゃんは、こまって川で、えびをとってえね、とすかして（註：なだめて）、己斐にいかれます。

あくる日おかあちゃんがこられて、光ちゃんとうちゃんが、節子をみたいといって、ふるえて、ねていらっしゃると、いわれたので、いそいでいきました。おとうちゃんは、まっさおなくちびるをしておられた、そのころは、まだあるけたが、だんだん、おもくなってゆくばかりでした。おかあちゃんはいっしょうけんめいに、かいほうされたが、それもむだだった。

おとうちゃんは、しぬるまえに、光ちゃんに、おとうちゃんがしんでも、なかないで、おおきくなったらいっしょうけんめいに、べんきょうをしなさい、といわれたのがさいごでした。わたしは、思いだしては、なくときもあります。わたしはせんそうは、とてもこわいと思いました。

『Ｎｏ．３０』


六年　山田玲子

よく晴れた朝でした。

おばあさんと二人でお座敷で、お話ししていると、パッと光った。そして目の前が急に暗くなった。私とおばあさんは、すぐふせた。少しして頭を上げて見ると、すこし明るくなったので、おばあさんは私をだいてうらに出られた。それからしばらくの間は、何が何やらさっぱりわからなかった。

目に入るのは、たおれかかった電柱、こわれた家の窓、きずついた人、ぼろぼろの服を着て泣きながら走って来る女学生、手や足をやけどして皮がむけ、爪だけ残っている人がたくさん己斐校（こいこう　註：己斐小学校の略）の方に走っていました。身がふるえるようなことが今もはっきり浮かんでくる。本当におそろしかったあの日、あの時。

あの時の父の話

お父さんは、学校の用事のため朝早く家を出られて、疎開している生徒に食糧や衣類を送るため、荷物と一しょにトラックに乗っていられた。ちょうど住吉橋にさしかかった時であった。

パッと光ると同時に自動車からはね出され、あたり一面が暗くなったそうである。立ち上がろうとしても体が重たくて立てないので、手さぐりにそばをいらって（註：さわって）見たら、何だか気持ちが悪かった。砂煙のためしばらく暗かった。

明るくなって見ると、一しょにいた先生や父兄の人は、みんな顔も手も足も皮がむけて、目だけきらきら光っていて、ちょうどお化けのようであった。こんな姿の人が次から次へとおしよせてきた。

泣きながら母をたずねる子供、「たすけてくれー」とさけぶ声、向こうの方から火の手が上がって、見る見る間に黒煙が県病院（註：日赤病院のこと）を包んだ。前の川には、あまりのあつさのため川に飛びこんだ人で一ぱいである。ぽかりぽかりと流れてくるたくさんの死体もあったと。父もけがをしていたのでかわいそうな人をあまり助けることができなかったことはとても残念であった。と、いつも話をされます。

亡くなったお姉さん

緑姉ちゃんは、私のたった一人のお姉さんだった。

あの時広島一県女（ひろしまいちけんじょ　註：広島県立広島第一女学校の略）の一年生で土橋へ作業に行っておられた。ピカにあって。家に走って帰られたのは、私が上町へにげてしばらくしてからであった。全身やけどをして、お友達を一人つれて帰ってこられた。その時、あのおそろしい原爆の有り様をくわしく母に話されたそうである。私は六才であったので、その時の話はよくわからなかった。けれど母がいつもそのことをいわれるので知っている。あの晩、姉はとうとう亡くなった。

床の間にかざられたお姉さんのお写真にいつも私は、美しいお花をささげます。

お姉さんと一しょにお風呂に入ったこと、おいしいお菓子を食べたこと、一しょに遊んだことなど、思い出はつきません。夕方など、一人でさびしい時は、きっとお姉さんのことを思いだします。

今年のお盆の日には、お姉さまのお墓まいりをしました。

その時次のような詩を作りました。

お墓まいり

母と私を乗せた自動車は

非常なスピードで走った

北へ北へ

広島から三十分

小高い丘の上に

姉の墓がある

やさしいお姉様だった。

ピカドンの時

亡くなったお姉様

今は静かに眠っていらっしゃる

お墓の前に黄色の小菊をそなえ、

線香立てて

母と私は静かにおがんだ

赤とんぼが飛んでいた

お姉様「さようなら」

二人は帰った

田んぼ道。

『Ｎｏ．３１』


長崎県の永井誠一（まこと）さんはこう語ります。

『Ｎｏ．３２』

ぼくは十歳でした。

木場の山の家の下の谷川で泳いでいたら、急に頭の上に、ばあん―――と鋭い爆音が来ましたので、狭い谷の空を見上げました。川下の田のふちに、農夫が一人、同じように空を見上げていました。突然、ぴかっ・・・・・と光りました。ぼくはびっくりして水の中へもぐりました。こんど頭を上げてみたら、あの農夫は下へ落ちて倒れていました。そんなにびっくりしたのでした。谷の下の方から、雷のような音が飛んできました。それは強い風でした。木の葉がちぎれて、運動会の子供みたいに川上へ競争してゆきました。岩の上にぬいでおいた、ぼくのパンツもいっしょに飛んでいってしまいました。

急に暗く、寒くなりました。ぼくは飛行機が太陽に衝突したのだな・・・・と思いました。それで考えながら、裸で家の方へ上ってゆくと、どこかに隠れていた人が、

「何しておるかっ！・・・・隠れろ！早く、早く、・・・・空から見つけられたら殺されるぞ」と、どなりました。

ぼくはあわてて、サトイモの大きな葉の下へとびこみました。しかし家にいる妹のカヤノが心配になったので、サトイモの葉を一つとって、頭にかぶり、家へ走りました。

家の中はさんざん壊されて、かまどに掛けたかまが引っくり返っていま

した。カヤノは無事で、

「兄ちゃん、兄ちゃん、あれ、あれ、あれをごらんよ！・・・・」

と、向こうの山の上を指さしました。

びっくりしました。山の上に、大きな、大きな、これより大きな物はないほど大きな、雲みたいな、火の柱みたいな、固いような柔かいような、生きているような、生き物でないような、美しいような、恐ろしいような物が一つ突っ立っていました。それは七色の光をちかちか放ち、もくもく身もだえしながら上へ上へと昇ってゆき、横へ横へとひろがりました。

頂きは中から中から盛り上がっては上へ伸び、端の方はかさのように開いて崩れ、雲の噴水のようだとも言われましょう。・・・・カヤノが初めに見たときには、真っ赤で、アサガオの花みたいな形だったそうですが、ぼくが見たときには、もう大きく膨れて、色も白っぽく変わっていました。―――それが原子雲だったとは、後で知りました。ぼくたちは三マイル半ばかり離れた所からそれを見たわけです。

太陽がその向こうにあって、チョコレートパンのようでした。

ぼくはすぐお母さんを思いました。それは浦上の方向に当たっていました。（その時刻にやっぱりお母さんは、天へ昇ったのでありました）

ぼくはそれを見ているうちに、胸の中が焦げつくような気がして、じっとしておられなくなり、また、下の谷川へ走っていって、水の中へとびこみ、体を冷やしました。

フジエ姉ちゃんが畑から汗だくになって、走って下りてきました。「浦上を見てくる」と早口にぼくに言い残して、赤い顔をして走りました。手にお茶の入ったびんを持って――――。

まもなく谷の下の方から、川ぞいの道を、ぞろぞろと行列が上ってきました。それは鳥の丸焼きの行列でした。

ときどき「水を・・・・・」などと言うので、鳥ではなくて、人間の丸

焼きだと知りました。

ぼくは、こんどは寒気がしたので、また大急ぎで家へ上って帰りまし

た。

あんな恐ろしい行列をもう一度見ねばならぬようなら、ぼくは両眼をつ

ぶしてしまいます。



役者歌う

『Ｎｏ．３３』

Ｍ３「さとうきび畑」　作詞　森山良子　　作曲　寺島尚彦　

ざわわ　ざわわ　ざわわ

広いさとうきび畑は

ざわわ　ざわわ　ざわわ

風が通りぬけるだけ

昔海のむこうから　いくさがやってきた

夏の陽ざしのなかで

ざわわ　ざわわ　ざわわ

広いさとうきび畑は

ざわわ　ざわわ　ざわわ

風が通りぬけるだけ

あの日鉄の雨にうたれ　父は死んでいった

夏の陽ざしの中で

ざわわ　ざわわ　ざわわ

広いさとうきび畑は

ざわわ　ざわわ　ざわわ

風が通りぬけるだけ

そして私の生まれた日に　いくさの終わりが来た

夏の陽ざしの中で

ざわわ　ざわわ　ざわわ

広いさとうきび畑は

ざわわ　ざわわ　ざわわ

風が通りぬけるだけ

知らないはずの父の手に　抱かれた夢を見た

夏の陽ざしのなかで

ざわわ　ざわわ　ざわわ

広いさとうきび畑は

ざわわ　ざわわ　ざわわ

風が通りぬけるだけ

お父さんと呼んでみたい

お父さんどこにいるの

このまま緑の波に　おぼれてしまいそう

夏の陽ざしのなかで

ざわわ　ざわわ　ざわわ

忘れられない悲しみが

ざわわ　ざわわ　ざわわ

波のように押し寄せる

風よ悲しみの唄を　海に返して欲しい

夏の陽ざしのなかで

ざわわ　ざわわ　ざわわ

風に涙は乾いても

ざわわ　ざわわ　ざわわ

この悲しみは消えない

『Ｎｏ．３４』


一九八五年静岡県の中学二年生 後藤涼子（ごとうりょうこ）さんは詩を

　　　　書きました。

『Ｎｏ．３５』

ひめゆりの乙女たち
第三外科壕（だいさんげかごう）では

ひめゆり学徒隊（がくとたい）解散の軍命令を受けた

先生と学徒隊の女生徒が最後の解散会を楽しんでいた
ボロボロの服は
まだ平和だった頃の
女学生の服に着替えられて
みんな玄米と軍事用乾パンをもらい
歌を歌った
翌朝
壕の脱出の機会を待つ女学生の前に
米兵が現れた
「デテコナイト　バクダンヲ　ナゲマス」
壕の中は
異様な緊張感が漂い
女学生は息をひそめた
その時
「ドカーンッ」
と言う爆発音と共に
白い煙がたち込めた
「ガスだッ」
「先生ッ　苦しいようッ殺して！殺して！」
ひめゆり学徒隊はほぼ全滅した
沖縄戦では
私とそんなに違わない年の
何の罪もない女学生の多くが死んで行った
学徒隊で
水汲みや仕事をしていると
真上から爆弾が落ちてくる
伏せてはすぐ起き上がり
ただひたすら前に走る女学生
あるものは爆弾の犠牲になり
あるものは自決して果てた
「最後は日本の国民らしく潔く果てよ」
そう教えられて
一人ずつ手榴弾を渡された
手榴弾や青酸カリが余っていると
ジャンケンで勝った者がもらった
いかにもうれしそうに・・・・・
今　ひめゆりの乙女たちは
沖縄の太陽の下で静かに眠っている
土の中で
自分を殺した戦争を憎みながら
永遠の平和を願いながら
『Ｎｏ．３６』

一九九五年沖縄県の高校三年生 中村清子さんは米兵三人による買い物帰りの女子小学生への暴行事件に対してこう訴えました。

『Ｎｏ．３７』

もう、ヘリコプターの音はうんざりです。私はごくふつうの高校三年生です。大した事はいえないと思いますが、ただ思ったことを素直に伝えますので聞いて下さい。

私はこの事件を知った時、これはどういうこと、理解できない、こんなことが起こっていいものかとやりきれない気持ちで胸がいっぱいになりました。

（中略）

沖縄で米兵による犯罪を過去までさかのぼると凶悪犯罪の多さに驚きます。戦後五十年、いまだに米兵による犯罪は起こっているのです。このままでいいんでしょうか。どうしてこれまでの事件が本土に無視されてきたのかが私には分かりません。まして加害者の米兵が罪に相当する罰を受けていない事には、本当に腹が立ちます。

米軍内に拘束されているはずの容疑者が米国に逃亡してしまうなんてこともありました。そんなことがあるから今、沖縄の人々が日米地位協定に反発するのは当然だと思います。それにこの事件の容疑者のような人間をつくり出してしまったことは、沖縄に在住する「フェンスの中の人々」、軍事基地内の人々すべての責任だと思います。基地が沖縄にきてからずっと犯罪は繰り返されてきました。基地があるゆえの苦悩から早く私たちを解放してください。今の沖縄はだれのものでもなく、沖縄の人々のものなのです。

私が通った普天間（ふてんま）中学校は、運動場のすぐそばに米軍の基地があります。普天間第二小学校はフェンス越しに米軍の基地があります。普天間基地の周りには七つの小学校と四つの中学校、三つの高校、一つの養護学校、二つの大学があります。

ニュースで爆撃機の墜落事故を知るといつも胸が騒ぎます。私の家からは米軍のヘリコプターが滑走路におりてゆく姿が見えます。それはまるで、街の中に突っ込んでいくように見えるのです。機体に刻まれた文字が見えるほどの低空飛行、それによる騒音。私たちはいつ飛行機が落ちてくるか分からない、そんな所で学んでいるのです。

私は今まで基地があることを仕様がないことだと受け止めてきました。しかし今、私たちの世代も、あたり前だったこの基地の存在の価値を見返しています。学校でも意外な人が、この事件についての思いを語り、みんなをびっくりさせました。それぞれ口にはしなかったけれども、基地への不満が胸の奥にあったということの表れだと思います。今日、普天間高校の生徒会は、バスの無料券を全校生徒に配り「みんなで行こう、考えよう」とこの大会への参加を呼び掛けていました。浦添（うらぞえ）高校の生徒会でも同じことが行われたそうです。そして今、ここにはたくさんの高校生、大学生が集まっています。

若い世代もこの問題について真剣に考え始めているのです。

今、このような痛ましい事件が起こったことで、沖縄は全国に訴えかけています。決してあきらめてはいけないと思います。私たちがここであきらめてしまうことは、次の悲しいできごとを生みだしてしまうからです。いつまでも米兵におびえ、事故におびえ、危機にさらされながら生活を続けていくのは、私は嫌です。未来の自分の子供たちにもこんな生活はさせたくありません。私たち、子供、女性に犠牲を強いるのはもうやめてください。

私は戦争が嫌いです。人を殺すための道具が自分の身の周りにあるのは嫌です。次の世代を担う私たち高校生や大学生、若者の一人ひとりが、嫌なことを口に出して行動していくことが大事だと思います。若い世代に新しい沖縄をスタートさせてほしい。沖縄を本当の意味で平和な島にしてほしいと願います。そのために私も一歩一歩行動していきたい。私たちに静かな沖縄を返して下さい。軍隊のない、悲劇のない、平和な島を返して下さい。

『Ｎｏ．３８』


ネルソンさんはこう語ります。

『Ｎｏ．３９』

アメリカの学校や海兵隊で、沖縄のことは学んでいました。太平洋戦争最大の激戦地であったということ。多くのアメリカ兵がそこで戦死したこと。しかし最後にはアメリカが勝利したこと。その結果、沖縄がアメリカのものになったこと。

わたしたちが教えられるのは、そんな勝者の視点から見た沖縄であり、何万人もの沖縄の人々が死んだことについてはいっさい教わりませんでした。

当時、沖縄はまだ日本に返還されておらず、アメリカのものでしたので、アメリカ兵は沖縄は自分たちの国の一部という感覚でいました。

しかし、そこに住む人々は、アメリカの島でありながらアメリカ人ではなく、それは東洋人であり、つまりベトナム人と同じ人種で、住む国がちがうだけなのだと思っていたのでした。

わたしたちは東洋人の一人一人を見分けることができませんでした。みんな、同じ顔に見えましたし、それでもまったく問題はなかったのです。なぜなら、わたしたちは東洋人を、そして沖縄の人々を人間として見てはいなかったからです。

アメリカ兵はベトナム人のことを「グークス（gooks）」という言葉でよんでいました。それは東洋人をバカにしていう言葉です。サーカスの見せ物小屋にいる異形の人間。そんな意味もあります。

アメリカ兵が沖縄の人々をよぶときは、この「グークス」ではなく、「ジャップ」という日本人をさげすんで言うときの言葉を使っていましたが、その意味するところは「グークス」とそれほど変わりません。そこからも、わたしたちが沖縄の人々をどんなふうに考えていたかがわかるでしょう。

たとえば、街にくり出して飲んだくれたときなど、キャンプ・ハンセンにもどるにはタクシーを使いましたが、料金をふみたおすのはしょっちゅうでした。タクシーの運転手が支払いを催促しても、わたしたちはニヤニヤ笑って無視します。それでも、運転手がしつこく請求すれば、わたしたちは運転手を車の外に引きずり出し、気絶するまでめちゃくちゃになぐるのです。

それは女性と遊ぶときも同様です。女性がお金を要求しても、はらう気がなければ無視しましたし、それでもしつこく要求してくれば、女性でもようしゃなくなぐりつけました。

街を歩いていても、わけもなく沖縄の人々をバカにしたり、おどしたりしました。

そんな悪行のかぎりをつくしても、アメリカ兵は逮捕されることはありませんでした。基地のゲートをひとたびくぐってしまえば、わたしたちは安全であり、沖縄の警察の手がおよぶことはなかったのです。軍にとがめられることもありませんでした。

アメリカ兵一人一人はばく大な国のお金によって兵士として育てられ、そして戦場に送られるべく沖縄にいるのですから、わたしたちが牢屋に入れられるのはアメリカにとって割に合わない、ばかばかしいことなのです。どんなことがあっても、わたしたちには戦場に行ってもらわなければならないのです。そのためには、わたしたちのおかした罪ですら、アメリカは見て見ないふりをしたのです。

むしろ、アメリカは、わたしたちがじゅうぶんに暴力的な兵士に改造された証（あかし）だと、沖縄の人々へのアメリカ兵による犯罪に大いに満足していたはずです。

そういうわけで、基地のフェンスの中ににげもどることさえできれば、どんなにひどい犯罪をおかしたとしても、それを笑い話や手柄話にできたのです。

そこには、沖縄の人々を、大事な家族もいるひとりの人間として見る視点が欠けていました。わたしたちわかい兵士は沖縄の人々に対して残忍で冷酷でした。荒くれ者とよばれ、獣とおそれられる海兵隊はとくにそうでした。

『Ｎｏ．４０』

わたしがふたたび沖縄とかかわりを持つようになったのは、一九九五年のある日のテレビニュースがきっかけでした。

その日、家に帰った私が何気なくテレビのスイッチを入れると、「オキナワ」という言葉が耳に飛びこんできたのです。

思わず画面に目をやると、ニュースキャスターが、沖縄駐留のアメリカ兵三人がレイプの容疑で訴追されたと伝えているところでした。

それは、番組の最後に、手短に伝えられたニュースでした。

アメリカのテレビニュースに沖縄のことが登場することなど、ほとんどありませんでしたから、わたしはとてもおどろくとともに、沖縄にまだ基地があり、アメリカ兵がいるという事実を意外に感じたのでした。ベトナム戦争が終わってから二十年もたっているのだから、当然、アメリカ軍は沖縄から撤収しているものと思いこんでいたのでした。

くわしいことが知りたくて、平和運動の仲間である日系アメリカ人に電話をしました。

彼は、アメリカ兵がレイプしたのは、わずか十二歳の少女だと教えてくれました。

被害者が、娘のロビンとそれほど歳のちがわない子どもだったことに、わたしは強いショックを受けました。と、同時に、わたしが沖縄にいたときの、あの無軌道で暴力的な生活が思い出されました。

沖縄のために何かをしなければ。漠然とそう思うわたしに、電話の向こうで彼がこう言いました。沖縄に行き、基地をなくす運動のサポートの一環としてベトナム戦争の話をしてみないか、と。

わたしは即座に「OK」と返事をしました。

それからまもなくして、わたしはふたたび沖縄をおとずれ、米軍基地が存在することによる数々の問題に沖縄がいまだ直面していることを知りました。

また、沖縄でも太平洋戦争時には、ベトナムのジャングルで起きたのと同じ地獄のような世界が繰り広げられたことを知りました。

そして、日本国憲法九条のことも知ったのです。

第九条（一）日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希求し、国権の発動たる戦争と、武力による威嚇又は武力の行使は、国際紛争を解決する手段としては、永久にこれを放棄する。

（二）前項の目的を達するため、陸海空軍その他の戦力は、これを保持しない。国の交戦権は、これを認めない。

戦争を放棄する。戦力はもたない。国というものは戦争をしてはいけない。第九条は、はっきりとそう言っています。

わたしはそれ以後、世界中の国々がこの第九条を共有すべきだと確信するようになりました。第九条こそが戦争をなくす唯一の道だと思うのです。

第二次世界大戦以降、日本は世界中のどこにも爆弾を一個も落とさず、世界中の人々の命をだれひとりもうばっていません。

これが第九条の力であり、この力を日本人みずからがもっと理解すべきだと思うのです。

『Ｎｏ．４１』

ノーベル平和賞を受賞した軍隊のない国コスタリカのオスカル・アリアス元大統領は二〇〇一年こう語りました。

『Ｎｏ．４２』

日本は、多くの誇るべき特質を持っています。他の多くの民主的先進国と同様、日本における健康と教育への予算は、軍事予算をはるかに上回っています。これは英知の証しです。私は、非武装国家コスタリカの一国民として、軍備への支出は、国家が行ない得る最悪の投資である、と強く信じています。

国民の健康と教育に重点を置き、それらに投資することは、ミサイルや空母などヘの投資よりも、はるかに深遠な強さを国家に与えることができるのです。だからこそ今、私は、日本国民と日本政府に、呼びかけたいと思います。自衛隊は、これまで通り自国の防衛のみに、とどめてください。

日本は、軍事力を必要としない偉大な国なのです。日本は、他の分野でリ―ダーシップを発揮するべきです。すでに日本の国外への援助は、GDP(国内総生産)の割合において、アメリカを三倍近くも上回っています。これこそが、世界に対する本当のリーダーシッブなのです。経済、民主、精神において、日本は世界の大国です。これらの特質に加えて、軍事力を追加する必要がある、などという愚かな考えで自分たちを欺いてはいけません。軍事力の強化は、その反対に、これらの肯定的な特質を奪い去り、最終的には、日本を弱体化させてしまいます。

したがって私は、日本国民と日本政府に、訴えます。戦争にではなく、平和に投資してください。軍事基地開発にではなく、人間育成に投資してください。軍事テクノロジーにではなく、ビジネステクノロジーに投資してください。日本と世界は、一層より豊かになっていくでしょう。 (二〇〇一年四月二十六日)
役者登場して歌う。

間奏でダンサーヒップホップを踊る。ケチャの演奏。

『Ｎｏ．４３』

Ｍ４「第９条」　　作曲　近藤達郎

日本国民は正義と秩序を基調とする

国際平和を誠実に希求し

国権の発動たる戦争と武力による威嚇

または武力の行使は国際紛争を解決する手段としては

永久にこれを放棄する

（語り）


「私たち日本国民は、終わることのない平和を願い、人と人との関係を正しく導く尊い理想を深く心に刻みます。

そして、平和を愛するすべての人々と信頼し合って生きていくことに決めました。世界には、人を無理やり従わせたり、力で押さえつけたり、差別することを、永遠にやめさせ、平和を守っていこうと努力している人々がいます。

私たちは、その人々のよい仲間でありたいと思います。私たちは、世界のすべての人々が、恐ろしい目にあったり、飢えたり渇いたりせず、平和のうちに生きていく権利を持っていることを改めて認めます。」

前項の目的を達するため

陸海空軍その他の戦力は

これを保持しない

国の交戦権は

これを認めない

他も加わり歌う。

日本国民は正義と秩序を基調とする

国際平和を誠実に希求し

国権の発動たる戦争と武力による威嚇

または武力の行使は国際紛争を解決する手段としては

永久にこれを放棄する

『Ｎｏ．４４』


一九八八年長崎県の小学六年樋口武伸（ひぐちたけのぶ）君が作文を書

　　　きました。

『Ｎｏ．４５』

戦争に行ったおじいちゃん

おじいちゃんが

目に涙をため

手にちり紙を持って

身をのりだすように

テレビを観ていた。

中年の男の人が

涙を流しながら

何かしゃべっている。

中国残留こ児のテレビだった。

おじいちゃんは

重機関銃隊で

中国へせめに行った。

敵との戦いの中で

畑をめちゃくちゃにふみつぶし

村や家を焼きはらい

人まで殺した。

大軍に囲まれて

あぶない時も、あったと言う。

話すおじいちゃんの額には

汗がでていた。

ときどきぼくを呼んで

戦争の時の写真を見せてくれる。

「これがおじいちゃんの入った連隊だ。」

「これが隊長だ。」

ほこりげに言う

おじいちゃんの顔は

何かニコニコしている。

テレビを観て

涙を流し

「戦争はいけねえだ。」

と言っているおじいちゃん。

でも

おじいちゃんの戦争の話を聞くと

少しはよかったこともあったように聞こえる。

ぼくには

おじいちゃんの気持ちがよくわからない。

戦争は

絶対にいけないことなのに。


この間次の朗読者登場している。



と爆撃の音。

『Ｎｏ．４６』


二〇〇三年、南京戦の証言集が出版されました。

孫学蘭（スン シイエラン）さん

陳 文恵（ツェン ウェンフェイ）さん

陳 桂英（ツェン クェンイン）さん

陶秀英（タオ シュウイン）さん

曹秀蘭（ツァオ シュウラン）さん

楊 明貞（ヤン ミンヅェン）さん

の証言です。

『Ｎｏ．４７』

当時私は三歳でした。日本兵は母を外へ引っ張り出し、母の持っていた火箸（昼食の準備中で持っていた）を引ったくり、それで邪魔になる私の左目に突き刺しました。痛くて地面に転がって泣きました。日本兵の一人は銃剣で私を刺し殺そうと構えましたが、もう一人の日本兵が止めました。母を連れ出したかったけれど、目の様子がひどく、泣き止まない私を見て、日本兵は諦めて引き上げていきました。目が痛むけれど泣くと日本兵が来るからと母に言われ我慢しました。医者も薬もない頃でしたので左目はついに失明してしまいました。

『Ｎｏ．４８』

私の隣の家にはアヘン中毒の二人の息子と母親の三人家族が住んでいました。入城の一週間後十七人の日本兵が来て兄の方に「女を捜せ」と命令しました。できないと断ると兄の手を持ってのこぎりで腕を切り始めました。痛さに叫び声をあげても日本兵は許しませんでした。それを見ていた弟が恐ろしくて逃げようとすると、その姿を見た日本兵に撃ち殺されてしまいました。母親は兄の腕を見てひざまずい

て助けてくれと頼みました。日本兵はその母親にも銃を向け殺しました。兄も出血がひどくその傷がもとで死にました。父がこの地区の組長をしていたので、この隣の家族の死体を処理しました。
日本兵はだいたい朝八時すぎから行動を始めるので、私たちは日本兵がまだ出歩かない朝七時ごろ出かけました。野草を摘んで、日本兵がそろそろ来る時間だから早く帰ろうと畑から立ち上がると、もうすぐそこに十数人の日本兵が来ていました。怖くて飛び出して逃げましたが私を含め六人が逃げ遅れ日本兵に捕まりました。私はそのとき妊娠七ヶ月でした。畑の近くに八十歳くらいのおばあさんがひとりで住んでいました。その家に連れ込んだので、おばあさんは日本兵に「話にもならない！とんでもないことです」と怒って訴えました。言葉は通じないけれどおばあさんの顔の表情から察知した日本兵は、何か叫んで銃剣で刺し、その場で殺してしまいました。目の前で起きた惨事に、私たちもう怖くて声も出ませんでした。六人の中には十八歳くらいの未婚の少女が三人いました。三人のうち二人はそれぞれ二人の日本兵に、一人は三人の日本兵に輪姦されました。全員が強姦され日本兵が立ち去った後、どの娘も泣きながら衣服をつけて帰りました。未婚の少女の出血がひどくてズボンは血だらけでした。私も強姦されてしまい、防空壕に帰ってからずっと泣き続けました。母に日本兵から強姦されたことを話すと、「命が助かっただけも良かった。このことは誰にも話してはいけないよ」と諭されました。
南京も安定した頃、茶炉子（ツァールーゾ　註：湯を沸かして売る店）のおじいさんの所へ何人かの日本兵が女を探しに来て、いなかったので宝搭橋からおじいさんを突き落とし上から石を投げつけ殺しました。父が、近所のおじいさんの死体処理をしました。私もその死体を見ましたが、頭部はぐしゃぐしゃにつぶれていました。
『Ｎｏ．４９』

一九三七年一二月、私は十一歳でした。爆撃が日増しに激しくなり、日本軍がやって来るのが分かりました。当時、一歳になったばかりの弟一人とまだ小さな妹二人がいました。
その日の夜、十二月十三日のことです。大勢の日本兵が私たちの逃げた難民区にやってきて、私たち全員が庭に引き出されました。数十人くらいでした。日本兵は草色の軍服を着て、耳あてのついた帽子をかぶっていました。もちろん銃を持っていました。とても恐ろしかったのと寒いのでみんながたがた震えて立っていました。その時、叔父は日本兵から「花姑娘（フーグーニャン）を出せ」と大声で命令されました。それからは、私たちは家の中の地下室に隠れたままでした。弟が声を出して日本兵に見つかるのを恐れて母親は弟の口をふさぎました。その翌日の夜明け前のことでした。また、日本兵がやってきて、まだ十代の若い女性たちが連れ出されるところを半地下室の窓から見ていました。その中には十二、三歳位の私とあまり歳もちがわない少女もいました。朝になってまら日本兵に引きずられるように戻されて来たとき、どの娘もふらふらで自分で歩くことさえできない状態でした。小さな少女は十四人の日本兵に輪姦されたといいます。彼女はその後しばらくして死んでしまいました。私は、連れ去られた少女たちのうち、五、六人の人を知っていました。

『Ｎｏ．５０』

私は、突然日本兵に腕を引っ張られ、結局暴行されてしまいました。ま

だ九歳でした。こんなことってあるでしょうか。あのことは思い出した

くもありません。

我が家のすぐ隣に住んでいた女性は妊婦さんでした。日本兵が花姑娘（フーグーニャン）探しにその家に乱入して女性を強姦しました。その後、お腹を切り裂かれて殺されていました。本当にひどい時代でした。

『Ｎｏ．５１』

当時家族十五人のうち十三人が日本兵に殺されました。

朝九時頃、五人の日本兵が来ました。兄の嫁が子供を産んだばかりでした。日本兵は兄嫁を強姦したあと、二人がかりで銃剣で刺し殺しました。血が太ももを真っ赤に染めました。後で近づいてみたら布団も血で真っ赤に濡れていました。義姉の産まれたばかりの赤ちゃんは銃剣でお尻から刺して持ち上げられました。

赤ちゃんが苦痛で泣き叫んでる様子を見て日本兵ははやしたてて笑っていました。その後、赤ちゃんを地面に落として銃剣で刺し殺しました。小さな弟二人も突き殺され、お昼頃には家から豚一匹と鶏四羽を捕まえて出て行きました。そして近所の入り口では牛を殺したあと、牛の四本の足だけ切り取って帰りました。朝のうちに外に避難していた姉二人が家のことが心配で戻ってきたところ、家から出てきた日本兵にばったり会ってしまいました。五人の日本兵は姉二人をつかまえて、家まで連れてきて押さえつけて服を全部脱がしました。姉たちの助けて欲しいと懇願する声が聞こえていました。手を足をくくった後、日本兵は姉たちをかわるがわる強姦しました。そして、終わってから銃剣で刺して殺しました。それでも気がすまないのか、油を家中にまいた後、火をつけました。当時私は部屋の外にある便所に隠れていましたので日本兵に見つかりませんでした。そこに小さい穴があったので、そこから外を覗き、部屋の中で起きたことを目撃しました。

『Ｎｏ.５２』

真冬で寒く暖房もなかったので庭に出て陽だまりで陽に当たっていると、二人の日本兵が馬に乗ってやって来ました。ひげのはえた日本兵が馬から下りて私に近づいてきました。私をひょいと抱き上げズボンに手をかけ脱がそうとしました。手を差し入れてきたので、激しく抵抗して泣く私に、父は傷ついた体で私に近寄り、「泣かないで、泣かないで」と言いながら私のズボンを引き上げようとしました。私を取り戻そうとしている父の様子を見ていたもう一人の日本兵が父を地面になぎ倒し、顔を何度も殴りました。そしてその場で馬乗りになり、父の首を三度も切りつけました。血が止まらず血溜りの中で父は動かなくなりました。母は必死になって父をベッドのところに運ぼうとしました。日本兵は長いひげをはやしとても恐ろしい形相でした。今でも恐ろしくて日本兵が出るテレビ番組を見ることが出来ません。

次の日の十五日のことです。午後、台所の下で私と母が横になっているところへ、再び二人の日本兵がやってきました。父は衰弱して横たわっているだけでした。日本兵はまず、父のところへ近づき父の目を指で開き、刀を差し込みました。父は意識はあったのですが動くことも出来ませんでした。日本兵はそんな父をみて中国語で「死了（スーラ）！、死了（スーラ）！」と言いました。日本兵はまず母親に近づき、ズボンをずり下げました。母は顔に塗っていた煤を日本兵に手で擦り取られたので、日本兵の手を噛みました。怒った日本兵は母を何度も殴ってから、強姦しました。その後、日本兵はお構いなしに母親の性器に銃身をねじ込んで弄びました。

もう一人の日本兵は、私のズボンをずり下げ、指でまだ固い性器をこじ開けながら弄びました。何しろまだ六、七歳の未熟な性器です。私は痛さで泣き喚きました。それでもその日本兵は強引に私を強姦しました。奴らは畜生です。二人は交代して私と母を続けて強姦しました。大量の血が流れ、痛さで歩くことさえ出来ないほどでした。母は倒れていましたので、私は性器に布を自分で当てて、手当てをしました。

性器が腫れ、血が流れでました。おしっこも知らないうちに流れ出し、傷にしみて痛くてたまりませんでした。

『Ｎｏ．５３』

小学校教員の松岡環（まつおかたまき）さんは南京戦に参加した元兵士を探し出し、聞き取り調査を進め、二〇〇二年に貴重な証言集を出版した。

第十六師団歩兵第三十八聯隊第一大隊　　岡崎茂さん


第十六師団歩兵第三十三聯隊第三大隊　　東征雄さん


第十六師団歩兵第三十八聯隊第一大隊　　田所耕太さん


第十六師団歩兵第三十三聯隊第二大隊　　三木本一平さん


第十六師団歩兵第三十三聯隊第一大隊某中隊指揮班　　沢田小次郎さん


第十六師団歩兵第三十三聯隊第一大隊　　佐藤五郎さんの


証言です。

『Ｎｏ．５４』

南京で五人の首を切りました。ハエを殺すのと同じ感覚ですよ。首の前の皮を残して切るのがコツですわ。あぐらをかかせ腕を組ませてから首を切ったとき前屈みに倒れるんですわ。そうしたら紫金山の方向へ倒れるから日本では皇居へ向けて倒れるのと一緒ですわ。家を焼いて残った柱に中国人を縛って、部下に銃剣で突かせて殺させたこともありますよ。大別山の戦いは戦死者一人につき負傷者三名の割にでる激しさで、三十八聯隊の第二大隊が全滅し千人が殺されました。馬は兵器、兵隊は消耗品だという考えですなぁ。悲惨でした。だから中国人を殺すのは鳥を殺すよりらくでした。

『Ｎｏ．５５』【ＣＵＴ】

『Ｎｏ．５６』

支那では村に入る前に、抵抗されたことのある村などは放火したわけさ。復讐心さね。殺した支那人は十人か二十人、それ以上は覚えておらんわ。銃で殺したのは一人だけで、ほとんどは銃剣で刺し殺した。ほとんどは男じゃが、女も二、三人はおったな。女を出さん言うて殺したわな。突いてもなかなか死なんわ。一回じゃ死なん、二回でもなかなか死なんもんじゃ。一時間位して見ると、血をぶくぶく吹いていた。「オラ、恨むんなら、蒋介石恨めよ」と言うてやった。（殺すことは）何とも思わんかった。わしだけやない。みんなやっとった。若いもんばっかりじゃ、女が欲しいわな。一回内地の水を飲みたい、内地の女を抱きたい思うとった。支那の女は臭いが違うとった。台湾は台湾の臭い、朝鮮は朝鮮の臭いがあった。食べ物の違いじゃろか？（強姦した中国の女性は）十人じゃきかんわさ、三十人くらいじゃろうか、ようは覚えとらん。それは勘弁してくれ･･････。

『Ｎｏ．５７』

分隊で訓練しているときは駐屯したところへ女を見つけてきて分隊で飼うとんや。一週間か二週間したらもう帰して替わりを捕りに行くんや。寺へ行ったらなんぼでもおるんや。寺は大きな家やから逃げて来てるんや。行ったらおるんや。民家でも二階を壊したら隠れとる。二階に置いてあるわらの中なんかに隠して女の子の親が食べ物を運んでるんや。

分隊の駐屯は民家を使っていた。三人くらい連れて来て飯を食わせていた。飽きてきたら替える。泣くのは最初だけや。分隊に連れてきて飯食わせたら諦める。行軍中は（南京に行くまで）見つけたらやってしまう。背嚢を横にやってその場でやってっしまうんや。若い子から五十歳位の人まで。農家の人や。

（やった相手は）そりゃあもう五十人ではきかへんなあ。今想えば人間のすることと違うねんなあ。自分にとっても死ぬか生きるかだった。ほんまの畜生になっとったと思うけどなあ。上官は注意することはなかった。自分もいい思いしとったからなあ。

　

『Ｎｏ．５８』

クーニャン捜しは分隊や数人で行くことが多いな。見つけるとな、分隊の何人もで押さえつけたんや。それで、女の子を強姦する順番をくじで決めた。一番のくじを引いた者が、墨を塗っている女の子の顔をきれいに拭いてからやった。交替で五人も六人も押さえつけてやったら、そらもう、泡を吹いているで。兵隊もかつえ（飢え）ている。女の子は殺される恐ろしさでぶるぶる震えている。

十九や二十の娘を引っ張り出すと、親がついてきて頭を地面にぶつけてな、助けてくれという仕種（しぐさ）をするんや。

助けてくれと言われても、兵隊はみんなかつえてるから、だれも親の言うことを聞かん。まだ男と寝たことのない女の子を、三人も五人もで押さえ込んだら泡を吹いて気失うとるで。親がやめて！と言っても、やらな仕方ない。わしもしたけど、こんなんしても何もええことなかった。日本中の兵隊がこんなことをいっぱいしてきた。言うか言わんだけのことや、男やもの、分隊十人のうちみんなやっとる。戦争が長引くから女の子が恋しくて、他の部隊も同じことをやっていたんや。人間やったらみんな同じことをやる。

『Ｎｏ．５９』

この中隊には「男も女も子どもも区別なしで殺せ」という命令が出ました。つまり虐殺でした。残虐な攻防戦で、その残虐さは南京に入ったらすぐそうでした。
追っ駆けて行く時は歩兵銃を撃ちました。（ママ）めくら滅法（めっぽう）といった状態でしたね。その時の支那兵はもう銃も持っていないし、反撃もなかったんです。南京攻略戦はちょっとやりすぎでした。反日の根拠地というので、南京に入るまでは家を全部焼けという命令がずっと出てました。するとまた後続部隊が泊まる所がないからといって、家を焼くのを中止したんです。とにかく「家は全部焼いて、人間は全部殺せ」という命令でした。命令が出てなかったらこっちはしませんよ。

『Ｎｏ．６０』

南京には慰安所があって、順番を待って兵隊がずらっと並んでいた。慰

安所といってもやるだけやって、あとどうするんか金も払わん。民家に

女性を入れてやるのもあった。兵隊同士引っぱってきた女の子を互いに

強姦したこともあった。城外（じょうがい）でも徴発（ちょうはつ）に

いってよくやった。たいがいの子はおとなしかったが、うるさいので口

封じのため殺してしまうのがたまにあったわなあ。聞いてるよ。分隊で

は徴発に行って女探しするんやけど、一人では絶対行かない。見張りを

かならず立ててやった。南京で女の子を何人やったか数はわからりませ

ん。二十人くらいかな。クーニャン探しには「いこか」といってそれが

主な目的で出かけていった。ただし、日本の女の子にやったらあかん

な。敵の国の女やからできた。年寄りでもやってるのもおる。小さいの

は十五、六ぐらいの子や。小さい子というても、諦めがよい。怖いのか

な泣きもせんでじっとしてる。うっぷんばらしができた。


役者登場し歌う

『Ｎｏ．６１』
Ｍ５「祖国と女達（従軍慰安婦の唄）作詞／作曲：三輪明宏　編曲：小谷充

北は青森から　南は沖縄

売られ買われて　今日も旅行く

違うお国訛りで　慰め合いながら

捕虜の女囚も　同じ仲間さ

荒れ涯てた肌に　やせこけた頬

今日も覚悟の　最後の化粧

バンザイ　バンザイ

毎日百から二百　兵隊相手に

朝日が昇り　月が落ちるまで

いずれ死んでゆくことが　決まっている男

虚ろに空を　見つめる女

涙も渇れはて痛みもないさ

そこには　神も仏もいない

バンザイ　バンザイ

誰の子かわからぬ　赤子残して

死んだ女やら　銃を片手に

愛する若い兵士と散った女やら

歌える女は　子守唄を唄う

あまりの怖さに狂った女

嫌な将校に斬られた女

バンザイ　バンザイ

男はなんていいんだろう　羨ましいじゃないか

・・・・・・・

死ねば死んだで　名誉の戦死とやらで

立派な社に奉られるんだろ

私も男に生まれていたら

今ごろきっと勲章だらけ

バンザイ　バンザイ

戦さに負けて帰れば　国の人たちに

勲章のかわりに　唾をかけられ

うしろ指さされて　陰口きかれて

抱いた男たちも　今は知らん顔

祖国の為だと死んだ仲間の

幻だいて　今日も街に立つ

バンザイ　バンザイ

ニッポン　バンザイ

大日本帝国バンザイ　バンザイ　バンザイ

『Ｎｏ．６２』

まず、わたしたちは、すべての死体を村の中央に運び、その死体を三つの山に分けて積み上げます。

一つの山は男の死体、もう一つの山は女の死体、そしてもう一つの山は子どもの死体です。

腕や足がちぎれていたり、どこかが欠けている死体は、その欠けている部分をさがして、一体の完全な死体にしなくてはなりません。

頭がない死体もめずらしくありません。そんなときは頭をさがさなければなりません。

頭を運ぶときは髪の毛をつかんで、ぶらさげて運ぶのですが、あるとき、髪の毛が焼け落ちてつかむところがない頭が落ちていました。わたしは、棒きれを拾うとそれを死体の耳の穴につっこんで持ち上げ、運びました。

戦場では、そんなふうに、死体に対して何も感じないようになるのです。

死体に何百匹というハエがたかったり、ハエが死体に卵を産みつけたりするのは気持ち悪いとは思いましたが、人間の死体そのものにはどんな感情もわきませんでした。

言い方を変えれば、死体に対して特別な感情をいだくことはゆるされなかったのです。感じてはならないのです。戦い、殺し、生きのびるためには、死体を見て何かを感じてはならないのです。

もし、死体に何かを感じ、死体を見、さわることにたえられない兵士は、戦場でだれよりも早く命を落とすことになるでしょう。

それはアメリカ軍ばかりでなく、敵であるベトコンにとっても同様だったはずです。

ですから、死者への冒涜だとか、そんな観念は戦場では通用しません。ただのモノとして、わたしたちは死体を集め、積み上げ、勘定するのです。死が一個、死が二個、死が三個、死が四個……と。

ただ、いつまでもなれることができなかったのは、死体のそのにおいでした。

『Ｎｏ．６３』

　　　　Ｍ６「アコーディオン弾き」作詞・作曲ＭＩＣＨＥＬ　ＥＭＥＲ

　　　　日本語詞　美輪明宏

　街の女のマリーは美人だった・・・お得意の客もいて　寛（みつ）いでくれ

　客が帰った後は　　今度はマリーが　　遊びに行く番さ　　彼の所へ・・

　場末のホールへ出かけて行く　　小柄な男で　　アコーディオン弾き・・・

　彼が弾く　　ジャヴァに耳を傾け　　踊り場には目もくれないで　

　情を込めて　　その目はみつめる　　彼が熱演する姿

　彼のすてきな指の動きに　　胸も手も足も

　体もしびれて歌いたくなる　　まったくこのジャヴァと来たら・・・

　街のマリーはさびしかった・・・アコーディオン弾きは兵隊に行った

　・・・彼が帰って来たら　　お店を持とう　　二人きりで仂くかわいい店を　

　毎晩彼はほほえみながら　　マリーのためにジャヴァを弾くのさ・・・

　そっと　　ジャヴァを　　くちずさめば　　彼が目に浮かぶ・・・

　情を込めて　　その目はみつめる　　彼が熱演する姿

　彼のすてきな指の動きに　　胸も手も足も

　体もしびれて歌いたくなる　　まったくこのジャヴァときたら・・・

　・・・街の女マリーは一人ぼっち・・・若い女達は　　ジロリとにらむし

　男は誰も　　声もかけない　　あせればあせるほど　　悪くなるだけ

　・・・死んでしまったアコーディオン弾き・・・それでもくたびれた足はあのホールへ

　別の男が・・・ジャヴァを弾いてる・・・

　目を閉じてきく　　彼が帰って来た

　彼のすてきな指の動きに　　胸も手も足も

　体もしびれて歌いたくなる　　まったくこのジャヴァときたら・・・

　やめて！！　　そのジャヴァをやめて！

『Ｎｏ．６４』


南ベトナムの戦争孤児チャン・ティ・ダーちゃんはこう語りました。

『Ｎｏ．６５』
それは、耳の破れそうな音でした。目のなかに真っ赤な火花がはじけた

みたいで、私は首をすくめて、すぐ前の女の人の背にしがみついたの。

その人は、あうっと胸を押さえました。前かがみに、私の肩の上にどさ

りと。妹を抱いた母さんが、すぐ横でなにか鋭く叫んだみたい。機銃弾

はザザザァーッと、夕立のようでした。

とたんに、右の頬に、皮膚を引き裂くみたいない痛みがつらぬい

て・・・・・母さんがのけぞるように倒れてきて、それから後のことは

よく覚えていません。

一体どれくらいの時間が過ぎたのでしょう。なんだか、とても悪い夢を

見ているみたい。どこもかしこも、目もくらむばかりのおそろしい光景

です。みんな横たわっている。かっと両目をむきだし、頭をかかえこ

み、首や手足をおりまげて、大人もこどもも、どろどろの血まみれで。

母さんは、目と口を開いて、うつ向けにたおれていました。いくら呼ん

でもゆすっても、びくともしません。隣の女の人の首の下から、ごぼご

ぼと血が泡をふいていました。

でも、テイン（妹）は助かったの。母さんの胸と腕の下の血だまりで。ひいっというひきつれるような声で、生きているとわかりました。テインは母さんの腕にしっかりとかかえこまれていたの。私は妹をひきずりだして、近くの壕へ飛び込みました。妹の泣き声が気になったわ。いつまた、アメリカ兵がやってくるかもしれないから。壕の底にずっとはりついていました。あたりが暗くなってきたので、一枚の布を拾ってきて妹を入れ、背中にしょって山へ逃げました。山の中腹から村を見ると、家という家は全部焼け落ちていました。・・・・生き残ったのは、私達だけ。村の人も、母さんも、みんな殺されてしまったのです。もう帰る家もなければ、待っている人もいません。

『Ｎｏ．６６』

群馬県の小学一年 はぎわらあきよさんはこんな作文を書きました。

『Ｎｏ．６７』


ベトナムのダーちゃん

あのね、ベトナムのダーちゃんて、かわいそうなんだよ。

アメリカへいがね、ダーちゃんのうちの中へ、どっと、ふみこんできてね。むりやりにおもてにひっぱり出してしまったのです。おかあさんもダーちゃんもいもうとも、みんな村の人とかたまっていました。アメリカへいは、ネックレスとか、ブローチなんか、みんなとりあげて、ダーちゃんの大すきなしまもようのスカーフもとられてしまったのです。そして、てっぽうをかまえてね、ダーちゃんのうちなんかみんなもやしてしまったの。それで、村の人たちを、てっぽうでうってしまったのです。ダーちゃんのおかあさんもそのときに、しんでしまいました。ダーちゃんはおとなの人のうしろにいたのでしななかったの。ダーちゃんは、おかあさんのしんでいるのをみつけて、いくらゆすってもおきないの。そして、なみだもでなくってね、むちゅうでいもうとをたすけてね、にげだしていったの。アメリカへいは、もっとわるくてね、しんでたおれている人の耳を切って、じまんにするためにもっていってしまうのです。

ダーちゃんの村は、とてもしずかだったのに、アメリカへいは、くうしゅうばっかりしています。おおいときは、二百かいも七百かいもあって、ダーちゃんたちは、にげてばっかりいます。千メートルもとおくにいった人でも、おいかけていって、てっぽうのたまは、人をころしてしまいます。

私たちが、一ばんかわいそうだったのは、ダーちゃんのみているところで、おかあさんがころされたところです。

もし、わたしのおかあさんが、わたしの目のまえでころされたら、わたしは、なみだがとまらないだろうとおもいます。

『Ｎｏ．６８』

Ｍ７「光の庭で」作詞：小峰公子　作曲：吉良知彦




この光の庭で




生まれて生きるものは




すべて




見えない　　手と手を




つないでる




この光の庭で




満ちては欠けてゆく




月が




いのちの周期（リズム）を




おくりだす




風に揺れる　　葉の中に




狂おしく　　咲く花に




ひとつひとつ




宿る　　約束

ひとつひとつ




宿る　　約束




この光の庭で




森羅万象（いきとしいけるもの）は




いつか




姿を　　変えても




ここへ来る




水を辿る　　魚たちの




呼び交わす　　けものたちの




形を持った　　星座たちに




言葉を持った　　この大地に




ひとつひとつ　　




宿る　　約束




ひとつひとつ

宿る　　約束

『Ｎｏ．６９』

にげた村人をジャングルの中にさがすときに、子どもを連れた女性を見つけるのはかんたんなことでした。子どもがたえきれずに泣き出すからです。

老人を見つけるのもたやすいのですが、老人は早く走ることができないので、銃撃にまきこまれることが多く、わたしは多くの老人がジャングルの中で死んでゆくのを目にしました。

女性や子どもを見つけると、わたしたちは彼らを村に連れ帰ります。

そして女性や子どもたちは、村の広場に積み上げられた死体の山を目にすることになるのです。

子どもを連れてジャングルへにげこんだのが、その子の母親とはかぎりません。そんなとき、わたしたちは、小さな子どもが自分の母親を死体の山の中に見つけて走り出し、母親の死体にとりついて離れないという光景を目にすることになります。

子どもたちは死んだ母親の腕や足にしがみつき、泣きさけびます。その泣き声は、家々がもえさかる炎の音とともにジャングル中にひびきわたってゆきます。

わかい女性が、その子どもにかけより、死体から子どもを引き離そうとしますが、子どもは力をふりしぼって母親の死体にだきつき、けっして離れようとしないのです。

一方で老婆たちは死体の山の中に家族をさがします。そして、身内がみな殺されてしまったことを知ると、老婆は地面につっぷし、子どものように泣きじゃくるのです。

こんなことが、何度も何度もくりかえされたのです。

そして、その光景が目の前で何度くりかえされようと、わたしたちの感情は少しも動かされることがなく、ただただ無関心でした。

わたしたちの部隊だけでなく、ほかの多くのアメリカ軍の部隊が出撃したすべての村で、にたようなことが数知れずおきたはずです。

そして、そんな残虐で無慈悲な死体の山を背に、子どもたちや老婆の泣きさけぶ声がひびくなか、兵士たちはベトコンの耳を切り取ったり、基地にもどったら売りはらうための金歯をさがすことに余念がないのです。

それが戦場でした。

それが戦場でした。

『Ｎｏ．７０』

Ｍ８「遠い音楽」作詞：原マスミ　作曲：吉良知彦



そっと耳を澄まして　　遠いとおい音楽




君の小さな胸に　　届くはず




海は満ちて干いて　　波はフイゴの様に




涼しい音楽を　　町に送る




耳を傾けて　　地球の歌うメロディ




あふれる音の中　　ただひとつえらんで




雨音　　草の息づかい




風のギター　　季節のメドレー




聞こえない　　ダイナモにかきけされ




人は何故　　歌を手放したの




そっと耳を澄まして　　遠いとおい音楽




君の乾いた胸に　　届くはず




森は緑の両手に　　夜露を受けとめて




晩餐の祈りを　　歌ってるよ




耳を傾けて　　地球の歌うメロディ




あふれる音の中　　ただひとつえらんで




きらめく　　虫たちの羽音




鳥の歌　　あさつゆのしずく




きこえない　　ダイナモにかきけされ




人は何故　　歌を忘れたの




バイオスフェア　　君の生命こそが




バイオスフェア　　素晴らしい楽器だから




バイオスフェア　　歌を奏でて




バイオスフェア　　鳥たちを真似て




バイオスフェア　　リズムを受けとめて




バイオスフェア　　５０億のコーラス

『Ｎｏ．７１』


「ファルージャの目撃者より」二〇〇四年四月十一日　イラク・ファルージャ 
『Ｎｏ．７２』


そこは病院と呼べるものではなく、ただの診療所だった。米軍の空襲でファ

　　　ルージャの大病院が破壊されてから、ただで人々を診療している個人医の診療所

　　　だった。もう一軒の診療所は、ガレージに臨時で作られたものだった。麻酔薬は

　　　なかった。血液バッグは飲み物用の冷蔵庫に入っており、医者たちは、それを非

　　　衛生的なトイレのお湯の蛇口の下で暖めていた。 
『Ｎｏ．７３』


女性たちが叫び声をあげながら入ってきた。胸や顔を手のひらでたたき、祈り

　　ながら。ウンミ、お母さん、と一人が叫んでいた。私は彼女を抱きかかえていた。

　　それから、コンサルタント兼診療所の所長代理マキが私をベッドのところに連れて

　　いった。
『Ｎｏ．７４』


そこには、頭に銃による怪我を負った十歳くらいの子どもが横になっていた。隣の

　　　　ベッドでは、もっと小さな子どもが、同じような怪我で治療を受けていた。米軍の

　　　　狙撃兵が、この子どもたちとその祖母とを撃ったのである。一緒にファルージャか

　　　　ら逃れようとしたところを。 
『Ｎｏ．７５』

　　　　「こちらへ」。マキが言って、私を一人、ある部屋に案内した。
　　　　そこには、お腹に受けた銃の傷を縫い上げたばかりの、年老いた女性がいた。足の

　　　　もう一カ所の傷には包帯がまかれていたが、彼女が乗っているベッドには血が染み

　　　　込んでいた。彼女は白旗を今も手に握りしめていた。彼女の話も、同じである…
『Ｎｏ．７６』

　　　　「私が米軍の狙撃兵に撃たれたのは、家を出てバグダッドに向かおうとしていると

　　　　きでした」
『Ｎｏ．７７』

街の一部は米軍海兵隊に制圧されている。
 　　　米軍の狙撃兵たちは、ただ大虐殺を進めているだけではない。救急車と救助活動も

　　　麻痺させている。ファルージャ最大の病院が爆破されたあと残った病院は米軍が制圧

　　　する地域にあり、狙撃兵たちによって診療所から遮断されている。救急車は、銃弾に

　　　よる損傷を受けて、これまでに四回、修理された。路上には遺体が転がったまま。遺

　　　体を取り戻しに道に出ると狙撃されるので、誰も遺体を取り戻すことができない。 
『Ｎｏ．７８』

イラクに行くなんて、私たちは狂っている、と言った人たちがいた。ファルージャに行くのは、完全に正気の沙汰じゃない、と多くの人たちが言った。そして今、ファルージャで、ピックアップ・バンの後ろに乗って狙撃兵のところを通り、病気や怪我で倒れた人たちを車で連れてくるなんてことは、これまで見たこともないほど狂ったことだと言っていた。私だって、それは分かっている。けれど、私たちがしなければ、誰もしないだろう。 

医者が走り出してきて、私に言った。
『Ｎｏ．７９』

「女性を一人連れてきてくれないだろうか？　彼女は妊娠しており、早産しか

けている」。
『Ｎｏ．８０』

　アッザムが運転した。アフメドが彼と私の間に座って道を指示した。
『Ｎｏ．８１』

救急車に銃弾が当たったと同時に、手のところで何かが飛び散った。プラスチックの部品が剥がれ、窓を抜けて飛んでいった。 私たちは車を止め、サイレンを止めた。青いライトはそのままにしておいて、待った。
『Ｎｏ．８２』

私の目は、建物の角にいる米軍海兵隊の軍服を着た男たちの影に向けていた。何発かが発砲された。私たちは、できるだけ低く身を伏せた。

小さな赤い光が窓と私の頭をすり抜けていくのが見えた。救急車に当たった銃弾もあった。

私は歌い出した。誰かが自分に向かって発砲しているとき、他に何ができるだろう？　
『Ｎｏ．８３』

大きな音を立ててタイヤが破裂し、車がガクンと揺れた。 
『Ｎｏ．８４』

心底、頭に来ていた。私たちは、何の医療処置もなく、電気もないところで子供を産もうとしている女性のところに行こうとしていたのだ。封鎖された街の中で、はっきり救急車であることを表示しながら。海兵隊は、それに向かって発砲しているのだ。一体、何のために？ 
『Ｎｏ．８５』

一体、何のために？ 

アッザムはギヤを握り、救急車を逆行させた。道の真ん中の分離帯を超えるとき、もう一つのタイヤが破裂した。角を曲がったときにも、銃弾が私たちに向けて発砲されていた。
『Ｎｏ．８６』

私は歌い続けていた。
『Ｎｏ．８７』

車輪はキーキーと音をたて、ゴムは路上に焼き付いた。 
『Ｎｏ．８８』

もう一度行くわけにはいかなかった。救急車がなかったし、さらに、既に暗くなっていたので、同行者や連れ出した人々を守ることも出来ない状況だった。
『Ｎｏ．８９』

向かいの建物の向こう側のどこかで、空が炸裂しはじめた。数分後、診療所に一台の車が突進してきた。姿を目にする前に、男の叫び声が耳に入った。彼の体には、皮膚が残っていなかった。頭から足まで焼けただれていた。診療所でできることは何もなかった。彼は、数日のうちに、脱水で死ぬだろう。
クラスター爆弾だ。飛行機から火の玉が落下して、明るい白光を発する小さな弾へと分かれていった。
『Ｎｏ．９０』

私は菜穂子・高遠のことを話題に出した。目の前にいる戦士たちのグループは日本人捕虜を取っているグループとは無関係だが、人々が、この夕方私たちがしたことに感謝している間に、菜穂子がストリート・チルドレンに対してしていたことを説明した。子どもたちが、どれだけ彼女のことを愛していたかも。彼らは何も約束はできないが、菜穂子がどこにいるか調べて、彼女と他の人質を解放するよう説得を試みると言った。
『Ｎｏ．９１』

夜通し、頭上を飛行機が飛んでいたので、私はまどろみの中で長距離フライトの中にいるようだった。無人偵察機の音にジェット機の恐るべき音、そしてヘリコプターの爆音が、爆発音でときおり中断されるという状態だった。 
『Ｎｏ．９２』

朝、私は、小さな子のために、風船で犬とキリンと象を作った。私はシャボン玉を飛ばし、彼はそれを目で追いかけた。ようやく、ようやく、私は少し微笑んだ。十三歳の双子も笑った。一人は救急車の運転手で、二人ともカラシニコフ銃を扱えるとのことだった。 

『Ｎｏ．９３』

デーブとラナと私は、今度はピックアップで再び出発した。海兵隊地帯との境界近くに、病気の人がいて、避難させなくてはならない。海兵隊が建物の屋上で見張っていて、動くものすべてに向かって発砲するので、誰も家から出る勇気はなかった。サードが私たちに白旗を持ってきて、道をチェックして安全を確かめたから心配することはない、と伝えた。サードは十三歳の子どもで、明るい茶色の目を見せて、自分の背丈ほどもあるカラシニコフＡＫ４７型銃を抱えていた。 
『Ｎｏ．９４』

私たちは米軍兵士に向かって叫び、白旗を揚げた。
車を飛び降りて、海兵隊員に、家から病人を連れ出さなくてはならないこと、十三人の女性と子供がまだ中にいて、一つの部屋に、この二十四時間食べ物も水もないまま閉じ込められていることを説明した。米兵は言った。 
『Ｎｏ．９５』

「我々は、これらの家を全部片付けようとしていたところだ」
『Ｎｏ．９６』

「家を片付けるというのはどういう意味なの？」 
『Ｎｏ．９７』

「一軒一軒に入って武器を探す」
『Ｎｏ．９８』

彼は時計をチェックしていた。何がいつ行われるのか、むろん私には告げなかったが、作戦を支援するために空爆が行われることになっていた。
『Ｎｏ．９９』

「助け出すなら、すぐやった方がいい」 
『Ｎｏ．１００』

私たちは、まず、道を行った。男性がうつぶせに倒れており、背中に小さなしみがあった。彼のところに駆けつけた。デーブが彼の肩のところに立った。私は膝のところに立ち、彼を転がして担架に乗せたとき、デーブの手が彼の胸の空洞に触れた。背中を小さく突き抜けた弾丸は、心臓を破裂させ胸から飛び出させていた。 
『Ｎｏ．１０１』

彼の手には武器などなかった。私たちがそこに行って、ようやく、息子たちが出てきて、泣き叫んだ。彼は非武装だった。ただ、門のところに出たとき、海兵隊が彼を撃った、と。それから、誰一人外に出る勇気はなかった。誰も、彼の遺体を取り戻すことはできなかった。怯えてしまい、遺体をすぐに手厚く扱う伝統に反せざるを得ない状態だった。殺されたこの男性は武器を持っておらず、五十五歳で、背中から撃たれていた。
彼の顔を布で覆い、ピックアップまで運んだ。彼の体を覆うためのものは何もなかった。その後、病気の女性を家から助け出した。彼女のそばにいた小さな女の子たちは、布の袋を抱きしめ、小声でつぶやいていた。
『Ｎｏ．１０２』

「バーバ、バーバ」
『Ｎｏ．１０３』

ダディー。私たちは震えている彼女らの前を、両手を上に上げて歩き、角を曲がって、それから慌ててピックアップに彼女らを導いた。 
『Ｎｏ．１０４』

私たちが、銃火の中を安全に人々をエスコートするのではないかと期待して、人々が家からあふれ出てきた。全員行くことができるのか、それとも女性と子どもだけなのか、心配そうに私たちに尋ねた。私たちは、海兵隊に訊いた。若い海兵隊員が、言った。
『Ｎｏ．１０５』

「戦闘年齢の男性は立ち去ることを禁ずる。」
『Ｎｏ．１０６』

「戦闘年齢？　一体いくつのこと？」
『Ｎｏ．１０７』

「四十五歳より下は全員。」
『Ｎｏ．１０８』

下限はなかった。
ここにいる男性が全員、破壊されつつある街に閉じ込められる事態は、ぞっとした。彼らの全員が戦士であるわけではなく、武装しているわけでもない。こんな事態が、世界の目から隠されて、メディアの目から隠されて進められている。ファルージャのメディアのほとんどは海兵隊に「軍属」しているか、ファルージャの郊外で追い返されているからだ。あるいは、意図的に伝えないことを選んでいるから。私たちがメッセージを伝える前に、爆発が二度あり、道にいた人々は再び家に駆け込んだ。
『Ｎｏ．１０９』

バスが出発しようとしていた。バグダッドに連れていく怪我人を乗せて。やけどした男性、顎と肩を狙撃兵に撃たれた女性、その他数人。
最後の襲撃の後、どれだけの人々が、どれだけの女性と子供が、家の中に残されただろう？　行く場所がないから、ドアの外に出るのが怖いから、留まることを選んだから……。私はこのことを強く考えていた。 
『Ｎｏ．１１０』

サードがバスの所に来て、旅の無事を祈った。私は両手で彼の手を握り、「ディル・バラク」、無事で、と告げた。カラシニコフＡＫ４７をもう一方の手に持った十三歳にもならないムジャヒディーンにこれ以上馬鹿げた言葉はなかったかも知れない。目と目があって、しばらく見つめ合った。彼の目は、炎と恐怖で一杯だった。
彼を連れていくことは出来ないのだろうか？　彼が子供でいられるようなどこかに連れていくことは、できないのだろうか？　風船のキリンをあげて、色鉛筆をプレゼントし、歯磨きを忘れないように、ということは？
　
『Ｎｏ．１１１』

この小さな少年の手にライフルを取らしめた人物を捜し出せないだろうか？　子どもにとってそれがどんなことか誰かに伝えられないだろうか？　まわり中、重武装した男だらけで、しかもその多くが味方ではないようなこの場所に、彼を置いて行かなくてはならないのだろうか？　
『Ｎｏ．１１２』

もちろん、そうなのだ。私は彼を置いて行かなくてはならない。世界中の子ども兵士と同じように。 
『Ｎｏ．１１３』

衛星放送ニュースでは、ファルージャの停戦が継続していると伝えており、ジョージ・ブッシュは、兵士たちはイースターの日曜休暇中で、「私はイラクで我々がやっていることが正しいと知っている」とのたまっていた。自宅の前で非武装の人間を後ろから射殺する、というのが正しいというわけだ。
白旗を手にした老母たちを射殺することが正しい？　家から逃げ出そうとしている女性や子供を射殺することが正しい？　救急車をねらい撃ちすることが、正しい？ 
『Ｎｏ．１１４』

ジョージよ。私も今となってはわかる。あなたが人々にかくも残虐な行為を加えて、失うものが何もなくなるまでにすることが、どのようなものか、私は知っている。
『Ｎｏ．１１５』

病院が破壊され狙撃兵が狙っており街が封鎖され援助が届かない中で、麻酔なしで手術することが、どのようなものか、私は知っている。それがどのように聞こえるかも、知っている。
『Ｎｏ．１１６』

救急車に乗っているにもかかわらず、追跡弾が頭をかすめるのがどのようなことかも、私は知っている。
『Ｎｏ．１１７』

胸の中が無くなってしまった男がどのようなものか、どんな臭いがするか、そして、妻と子供たちが家からその男の所に飛び出してくるシーンがどんなものか、私は知っている。 
『Ｎｏ．１１８』

これは犯罪である。そして、私たち皆にとっての恥辱である。 
『Ｎｏ．１１９』
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二番、全員で。
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